
  

 

 
■２月県議会開会 跳躍飛躍…兎のように飛び跳ねて  

2月 22日開会の県議会へ提出の 4年連続過去最大の新年度
一般会計当初予算 2 兆 9,657 億円の歳出は人件費(定年延長等

144 億円減)・扶助費(190 億円増)・公債費(6 億円減)と義務的経費が 40
億円増の 1 兆 3,047 億円、全体の 44.0％、ジブリパーク、
ステーションＡｉ、新体育館などの投資的経費は 77億円増の
3,182億円、10.7％、税交付金等やコロナ関連、県議選(21 億

円)を含むその他経費は 1,265 億円の大幅増で 1 兆 3,428 億
円、45.3％です。県税収入は 1兆 2,467億円とコロナ前水準
へ復活です。以下は新規事業等の超抜粋です。（12 東三河の振興、13 地方分

権・行財政改革の推進です。） 

新型コロナウイルス感染症の克服 

●コロナ用病床確保支援 1,121億円、自宅療養者配食サービス 115億円、
PCR 検査無料化 101 億円、県独自の小児ワクチン接種促進事業 16 億
円など感染拡大防止や医療体制の確保等に総額 2,295億円 

●中小・小規模企業の企業力強化支援【1,829億円】中小企業融資対策貸
付金に個人保証を必要としない創業等支援資金(経営者保証免除)を創
設、事業承継促進事業費 0.02億円、新サービス・新製品開発や販路拡
大支援 2億円、商工会等が導入するキッチンカー・移動販売車補助など
小規模事業経営支援事業費補助金 33億円 

●商店街の活性化を強力に推進【7億円】空き店舗活用まちづくり活性化
事業 0.07億円、げんき商店街推進事業 5億円、集客イベントなど商業
振興事業費補助金 1.6億円 
With/After コロナを見据えた成長戦略  

《新時代を担う人材の発掘・育成》 

●革新事業創造戦略の推進 民間主導のイノベーションプロジェクトへ
の事業化支援など革新事業創造戦略推進に 1.3 億円、あいちデジタル
ヘルスプロジェクト推進事業 0.71億円、あいち農業イノベーションプ
ロジェクト推進 1.54億円など国際イノベーション都市へ飛躍 

●STATION Aｉプロジェクトの推進 2024 年 10 月の開設を目指す
昭和区に建設するステーション Ａｉ整備事業 49億円や海外スタートアッ
プ支援機関連携推進事業 5.5億円、ディープテック系※などスタートア
ップ支援事業 3.2億円など関係予算総額 62億円 

●ジブリパークの整備推進 青春の丘、ジブリの大倉庫、どんどこ森の 3
エリアに続きもののけの里エリアを秋に、魔女の谷エリアの年度内開園
に向け整備に 66億円、愛・地球博記念公園の施設整備に 34億円等 

《人を呼び込むための社会インフラ整備と仕掛けづくり》 

●リニア中央新幹線の推進 リニアインパクトを広域へ、5 箇所のターミナルスクエ

アで乗り換え空間を形成、名古屋駅のスーパーターミナル化推進など 0.77 億円 

●SDGｓ達成に向けた取り組みを加速 今秋の SDGs AICHI EXPO 2023 の開催 0.34

億円や SDGｓ取組事例の動画コン      テンツ作成など合計 0.62 億円 
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      2 月 19 日まで延長の医療ひっ迫防止      緊急アピールが厳重警戒へ！あと一歩！  

討議資料県政街宣資料１９１       
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【令和４年度当初予算規模】    伸率(％)  
一般会計 2 兆 9,657 億余円 104.9 

特別会計 1 兆 3,591 億余円  99.4 

企業会計    2,790 億余円 106.3 
合 計   4 兆 6,039 億余円 103.3 

●スタートアップの拠点 STATION Ai  

 

 

 

 

 

●魔女の谷のみえる展望台イメージ 

 

 

 

 

 

●昇降設備イメージ 

●魔女の谷エリアハウルの城イメージ 
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※先端的な領域で新技術を活用し既
存産業の根本的な課題解決を目指す 

 

●千代田奉賛会(家田会長)の皆様の立派な大鏡餅奉納でした 

名誉会長加藤市長と 福田副院長 



●グローバル・インダストリー日本版の開催 来春 3/13～15日に開催する
欧州最大級の国際産業展グローバル・インダストリーの日本版 SMART 
MANUFACTURING SUMIT BY GLOBAL INDUSTRIEの支援に 1.2億円 

●中部国際空港の将来構想の推進 現空港用地内の代替滑走路と埋立地(約
15年後)を活用する 2段階整備の構想の実現に 3.01億円 

●アジア・アジアパラ競技大会の推進 中国杭州での大会旗引継式
(フラッグハンドオーバーセレモニー)など 2026年開催のアジア競技
大会及びアジアパラ競技大会の開催に向けた取組に 70億円 

●新体育館(愛知国際アリーナ)の整備 2025年夏オープンへ PFI1.1億円 
●中小・小規模企業のデジタル化・DXを推進 セントレア周辺地域で５G等
のあいちデジタルアイランドプロジェクト推進に 2 億円や情報セキュリティ対
策等のデジタル技術活用促進 0.55億円など総額 2.55億円 

●ワーク・ライフ・バランスの実現へ 
アドバイザー派遣など男性育児休業の取得促
進やテレワーク導入・定着支援に 1.01億円 

１．「リニア大交流圏」の形成 

２．産業首都あいち 

３．農林水産業の振興 

４．次代を創る教育・人づくり 

●35 人学級を小学校 5 学年に拡充や高学年の教科担任制を推進【28 億円】 
●稲沢緑風館高等学校の整備(開校 2023 年度、新校舎 2026 年度供用開始)
など魅力化・特色化と再編を推進【22億円ほか】 

５．安心と支え合いの福祉・社会づくり  

●9 月 9・10 日にバンテリンドーム名古屋で
世界身体障害者野球大会開催【0.04億円】 

●400 人規模の婚活イベントを 10 月に実施予定など婚活支援【0.12 億円】 
●いなざわ特別支援学校の整備(1.26 億円 2025 年 9 月供用開始予定)など
特別支援教育充実に【45億円】 

６．安心できる医療体制の構築 

●介護保険サービスを利用できない 40
歳未満のがん患者の負担軽減等がん
患者に対する支援を推進【0.66億円】 

７．誰もが活躍できる社会づくり 

●中小企業の人材確保支援【1.29億円】 
８．あいちのグローバル展開 

９．選ばれる魅力的な地域づくり 

●部活動の地域移行としても期待の総合型地域スポーツクラブ支援【0.3億円】 
●どうする家康の大河ドラマ展を金シャチ
横丁で 7～9月開催予定等【1億円】 

１０．安全・安心なあいち 

耐風診断費補助(上限 2.1 万円)と耐風改修費補助
(上限55.2万円)で屋根の安全対策推進【0.02億円】 

１１．環境首都あいちの推進 

●サーキュラーエコノミー※など
循環型社会の形成【3.5億円】 

 

 

 

トルコ南東部の地震では 4 万人を超える                       方が亡くなられ心が痛みます。本年

は関東大震災から 100 年の節目でもあり久々の一般質問で防災関係も行う予定です。知事選でのお力添えに感謝し 3 月 31 日

告示 4 月 9 日投開票の県議選に向けて頑張ります！未来へつづくまちづくりへ一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

※サーキュラーエコノミー：製品の製造から消費・リサイクルまでの各段階で新たな資源の投入や廃棄物の発生を限りなくゼロにする経済モデル 

 
●あいちアール・ブリュット
展開催 10 周年の記念式
典や記念美術館展示など
各種事業を実施！ 

日本 アメリカ 大韓民国 台湾 プエルトリコ 

 
●2024 年 2 月 26 日～3
月 4 日に日本ガイシホー
ルで第 4回世界弓道大会
開催【0.03 億円】 
 

 
●技能五輪全国大会(11/17
～ 20)全国アビリンピック
(11/17～19)開催支援【0.84
億円】 

平部:くぎ等で緊結 むね:ねじで緊結 

軒・けらば: 
３本のくぎ等で緊結 

●社会福祉大会で感謝の祝辞 

 

 

 

 

 
Γειά σας（ヤーサス）
はギリシャ語で「こん
にちは」です 

 
●ヤーサス！希臘共和国交流会でスピーチ 

 

 

 

 

 

●粋な桶隊の皆さん(右は六鹿順二稲沢市議) 

 

 

 

 

 

●連合の全国キャラバンカーが南地協に 

 

 祝！大村知事４選 投票 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

愛知県大河ドラ
マ「どうする家
康」観光推進協議
会 キャラクター  
いえやすくん（徳
川家康） 

 

●愛知万博 20 周年記念事業を

愛・地球博記念公園で 2025 年 3

月 25 日～9 月 25 日に開催へ新

年度は実施計画策定【0.31 億円】 

！ 

●仏リヨンで開催されるグローバル・インダストリー 

 

 

 

 

 

 

 

●メンテナンスからもセントレアに 2 本目滑走路を 

 

 

 

 

 

 

 

●世界が注目するスマートアリーナへ 
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